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2021/12/31 2022/3/31 2022/4/22
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 28,791.71 27,821.43 27,105.26 30,795.78 2021/9/14 16,358.19 2020/3/19
NYダウ ﾄﾞﾙ 36,338.30 34,678.35 33,811.40 36,952.65 2022/1/5 18,213.65 2020/3/23
円/ﾄﾞﾙ 円 115.08 121.70 128.50 129.40 2022/4/20 101.19 2020/3/9

　

　　　　　　　　　

 

単位
過去3年高値 過去3年安値

今週と来週の日本株市場は、企業業績や日米金融政策への不透明感などから軟調に推移するとみています。

今週から2021年度本決算が本格化し、同時に発表される2022年度の期初会社計画が注目されます。原油等資源価格の上昇や供

給制約の悪影響が続く中で慎重な内容になると見込まれますが、予想を大きく下回る内容もしくは公表を見送る企業が多ければ業

績不透明感が高まり、株価の下押し材料になるとみています。また、27-28日には日銀の金融政策決定会合が、3-4日にはFOMC

が開催されます。日銀は現状政策の維持を決定するとみますが、円安圧力が強まる中で一部では政策の微調整を行うとの見方も浮

上しています。また、FOMCでは0.5％の利上げとバランスシートの縮小開始が決定されるとみますが、足元で一段の金融引き締

め前倒しが意識されています。これら日米の金融政策を巡る不透明感がある中で、今週末からゴールデンウィークに入ることもあ

り、国内株式を積極的に買い進む向きは限られ、軟調に推移するとみています。その他の注目材料として、日本では26日の失業率、

28日の鉱工業生産、米国では28日のGDP、2日のISM製造業景況指数、4日のISM非製造業景況指数、欧州では29日のユーロ圏

GDP、ドイツでは25日のIFO企業景況感指数、28日のCPI、中国では30日の製造業/非製造業PMIなどが挙げられます。
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～ 企業業績や日米金融政策への不透明感などから軟調に推移 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するもので

はありません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過

去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定は

お客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。
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＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

１．日米株式と円／ドルの推移

（注）チャートは過去1年
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週刊日本株レポート （4/25～5/6）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週と来週の見通し

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

URL：https://www.alamco.co.jp

先週の日本株市場は、週間ベースで日経平均が+12.07円（+0.04％）、TOPIXが+8.84ポイント（+0.47％）となり、米企業の相

次ぐ好決算発表や円安ドル高の進行が上昇要因となるも、米長期金利の上昇が重しとなり、ほぼ横ばいとなりました。業種別（東

証33業種）でみると、金属製品、海運業、輸送用機器などの21業種が上昇した一方、サービス業、非鉄金属、情報・通信業など

の12業種が下落しました。

週初18日は、米長期金利が上昇する中、ハイテク株を中心に下落して始まりました。翌19日は、前日の米国株市場で半導体関連

株が上昇した流れを受けて関連銘柄が買われたことや、円安ドル高の進行を受けて輸出関連株が買われたことなどから反発し、そ

の後も米企業の相次ぐ好決算発表を背景に米国株市場が大幅に上昇したことや、米長期金利の上昇一服などが好感されて堅調に推

移しました。週末22日は、パウエルFRB（米連邦準備理事会）議長が「5月のFOMC（米連邦公開市場委員会）で0.5％の利上げ

が検討される」と発言したことを受けて米長期金利が上昇したことから、ハイテク株を中心に下落して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 米企業の相次ぐ好決算発表や円安ドル高の進行が上昇要因となるも、米長期金

利の上昇が重しとなり、ほぼ横ばい～

３．今週と来週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 企業業績や日米金融政策への不透明感などから軟調に推移 ～

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回
4月25日 Mon ドイツ IFO企業景況感指数 4月 90.8

日本 失業率 3月 +2.7%
耐久財受注（前月比） 3月 ▲2.1%
消費者信頼感指数 4月 107.2

4月27日 Wed 日本 日本銀行、金融政策決定会合（28日まで）
日本 鉱工業生産（前月比） 3月 +2.0%
ドイツ CPI（消費者物価指数）（前年比） 4月 +7.3%
米国 GDP（国内総生産）速報値（前期比年率） 1-3月期 +6.9%

4月29日 Fri 欧州 ユーロ圏GDP速報値（前期比） 1-3月期 +0.3%
4月30日 Sat 中国 製造業/非製造業PMI（購買担当者景気指数） 4月 49.5 / 48.4
5月2日 Mon 米国 ISM製造業景況指数 4月 57.1

欧州 ユーロ圏失業率 3月 +6.8%
米国 FOMC（4日まで）

貿易収支 3月 ▲892億ドル
ISM非製造業景況指数 4月 58.3

5月5日 Thu 英国 BOE(イングランド銀行）金融政策委員会
5月6日 Fri 米国 非農業部門雇用者数変化 4月 431千人

国内 決算発表　：

海外 決算発表　：

4/25 ｺｶ･ｺｰﾗ 4/26 GE、ｺｰﾆﾝｸﾞ、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ、ﾃｷｻｽ･ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ、UPS、ﾋﾞｻﾞ、GM 4/27 ｱﾑｼﾞｪﾝ、ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ、CMEｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ、ﾒﾀ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽﾞ、ﾍﾟｲﾊﾟﾙ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、ｸｱﾙｺﾑ 4/28 ｱｯﾌﾟﾙ、ｱﾏｿﾞﾝ･ﾄﾞｯﾄ･ｺﾑ、ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ、ｷﾞﾘｱﾄﾞ･ｻｲｴﾝｼｽﾞ、ｲﾝﾃﾙ、ﾏ
ｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ、ﾒﾙｸ、ﾂｲｯﾀｰ 4/29 ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ、ｼｪﾌﾞﾛﾝ、ｴｸｿﾝﾓｰﾋﾞﾙ 5/2 ｴﾇｴｯｸｽﾋﾟｰ･ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰｽﾞ 5/3 ﾌｧｲｻﾞｰ、ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ 5/4
ｲｰﾍﾞｲ 5/5 ﾛｲﾔﾙ･ﾀﾞｯﾁ･ｼｪﾙ

4/26 ｵﾑﾛﾝ､ﾌｧﾅｯｸ、日東電工、ｼﾏﾉ、ｷﾔﾉﾝ､野村、JPX、JR東海 4/27 ｴﾑｽﾘｰ、ｷｯｺｰﾏﾝ、ｲﾋﾞﾃﾞﾝ、信越化、NRI、ｱｽﾃﾗｽ薬、
第一三共、OLC、ﾏｷﾀ、ﾙﾈｻｽ、ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｽ、ｷｰｴﾝｽ、大和証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ本社、JR東日本、関西電、東京ｶﾞｽ 4/28 JT、
MonotaRO、ZHD、豊田織、ｺﾏﾂ、日立、三菱電、NEC、ﾃﾞﾝｿｰ、ﾚｰｻﾞｰﾃｯｸ、京ｾﾗ、村田製、ｱｲｼﾝ、JR西日本、商船三井、
SGHD、ANA 5/2 三井物 5/5 JFE、HOYA、丸紅

決算発表予定　他

米国
Tue4月26日

5月4日 Wed 米国

5月3日 Tue

4月28日 Thu

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

※ 来週はゴールデンウィークにつき、次回週刊日本株レポートの発行は5月9日とさせていただきます。
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